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無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業
は

京
都
滋
賀
で
11
ヵ
所

身
体
障
が
い
者
優
先
乗
車

特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

Ａ
Ｎ
Ａ
と
の
社
会
実
験

車
い
す
の
方
の
移
動
支
援

　

昨
年
の
夏
に
続
い
て
コ
ロ

ナ
禍
で
行
わ
れ
た
北
京
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
会
し
ま

し
た
。
冬
季
も
弊
社
が
ス
ポ

ン
サ
ー
支
援
を
行
う
選
手
が

出
場
し
立
派
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報

道
に
い
っ
と
き
明
る
さ
を
感

　

弊
社
で
は
２
月
に
Ａ
Ｎ
Ａ

様
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
様
、
東
京

モ
ノ
レ
ー
ル
様
と
共
同
で
車

い
す
ユ
ー
ザ
ー
向
け
移
動
支

援
サ
ー
ビ
ス
「
一
括
サ
ポ
ー

ト
手
配
」
の
社
会
実
装
に
向

け
た
実
証
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
Ａ
Ｎ
Ａ
様
の
提
唱
す
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
出
発

地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動

経
路
や
利
用
者
の
情
報
を
共

有
し
、
駅
構
内
で
の
乗
降
の

サ
ポ
ー
ト
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
で
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー

が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

や
す
い
「
誰
も
が
移
動
を
あ

き
ら
め
な
い
世
界
」
の
実
現

を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

実
証
実
験
で
は
伊
丹
空
港

で
Ｍ
Ｋ
の
空
港
定
額
タ
ク
シ

ー
が
お
迎
え
し
ス
ム
ー
ズ
に

ご
乗
車
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
京
阪
神
の
Ｍ
Ｋ

を
中
心
に
車
い
す
の
ま
ま
乗

車
で
き
る
車
両
も
所
有
し
て

お
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
き

っ
か
け
に
全
国
８
都
市
の
Ｍ

Ｋ
タ
ク
シ
ー
全
車
で
も
導
入

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
８
社
は
昨

年
11
月
に
耳
の
聞
こ
え
な
い
、

聞
こ
え
に
く
い
お
客
様
の
不

安
や
不
便
を
で
き
る
だ
け
解

　

今
か
ら
50
年
以
上
前
、
社

会
的
に
自
家
用
車
の
台
数
が

少
な
か
っ
た
時
代
、
車
の
移

動
は
タ
ク
シ
ー
し
か
な
か
っ

た
頃
、
タ
ク
シ
ー
は
売
り
手

優
位
で
、
近
距
離
を
乗
ろ
う

と
し
た
ら
乗
車
拒
否
に
あ

う
、
な
か
で
も
車
い
す
の
お

客
様
が
手
を
挙
げ
て
も
面
倒

だ
と
無
視
す
る
こ
と
が
ま
か

り
通
る
、
そ
ん
な
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｍ
Ｋ
は
１
９
７

２
年
、「
タ
ク
シ
ー
を
市
民

に
返
す
運
動
」と
銘
打
っ
て
、

乗
車
拒
否
を
し
な
い
こ
と
、

身
体
障
が
い
者
優
先
乗
車
す

る
こ
と
を
お
客
様
に
掲
げ
、

車
の
ド
ア
に
障
が
い
者
優
先

乗
車
と
い
う
大
き
な
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
ま
し
た
。
当
時

の
国
鉄
や
バ
ス
、
お
そ
ら
く

航
空
に
先
駆
け
た
取
り
組
み

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
身
体

す
。
し
か
し
、
後
追
い
で
重

症
患
者
数
が
増
加
す
る
な
ど

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
で
は
大
阪
府
や
京
都

府
な
ど
関
西
圏
の
行
政
よ
り

依
頼
さ
れ
た
軽
症
者
搬
送
の

業
務
を
行
い
、
加
え
て
京
都

と
滋
賀
で
行
政
の
無
料
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
事
業
を
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
な
ど
グ
ル
ー
プ
施

設
で
行
っ
て
い
ま
す
。
駅
近

く
の
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場

じ
る
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
第
６

波
は
猛
威
を
振
る
い
全
国
的

に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
と
ら
れ
ま
し
た
。
関
西
を

は
じ
め
一
部
地
域
で
は
当
初

期
間
よ
り
延
長
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
月
下
旬
に
な
っ
て
よ

う
や
く
新
規
感
染
者
数
の
ピ

ー
ク
は
越
え
た
と
思
わ
れ
ま

消
し
安
心
し
て
タ
ク
シ
ー
に

ご
乗
車
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
導
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や

ス
マ
ホ
配
車
で
注
文
を
受
け
、

携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
使
っ
て
予
定
時
間

や
到
着
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、

車
内
で
は
筆
談
接
客
シ
ー
ト

を
使
っ
た
応
対
を
行
っ
て
い

ま
す
。
流
し
を
ご
利
用
の
際

に
は
聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え

に
く
い
こ
と
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
示
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
耳
マ
ー
ク
」
カ
ー
ド
を
車
両

に
搭
載
し
て
い
ま
す
。
耳
マ

ー
ク
カ
ー
ド
の
タ
ク
シ
ー
車

内
設
置
は
、
弊
社
の
取
り
組

み
を
き
っ
か
け
に
全
国
の
タ

ク
シ
ー
会
社
に
少
し
ず
つ
普

及
し
始
め
ま
し
た
。

障
が
い
者
割
引
を
導
入
し
た

の
も
Ｍ
Ｋ
が
最
初
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
た
だ
方
針

を
決
め
た
と
こ
ろ
で
一
夕
一

朝
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
接
遇
が

変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
か
に
は
や
り
た
く

な
い
と
い
う
者
も
お
り
、
毎

日
が
教
育
指
導
の
繰
り
返

し
。
そ
の
う
ち
京
都
市
民
の

皆
様
が
「
Ｍ
Ｋ
さ
ん
は
い
い

こ
と
を
し
て
る
ね
」
と
い
う

声
が
高
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
浸
透
し
て
い
き
ま
し

た
。
今
で
も
全
ド
ラ
イ
バ
ー

に
入
社
時
の
新
入
社
員
研
修

や
、
そ
の
後
の
定
期
的
に
行

う
研
修
で
車
い
す
の
お
客
様

の
ご
乗
車
の
介
添
え
な
ど
研

修
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
点
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
お
子
さ
ん
が
通
う
特

所
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
な
ど
大
型
店
舗
を
中
心
に
、

京
都
府
内
８
ヵ
所
、
滋
賀
県

２
ヵ
所
で
開
設
し
、
予
約
な

し
で
検
査
で
き
る
利
便
性
で

好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

直
近
で
は
９
ヵ
所
目
と
な
る

京
都
府
綾
部
市
で
バ
ス
を
使

っ
た
移
動
検
査
会
場
と
し
て

開
設
し
ま
し
た
。
３
月
か
ら

は
行
政
関
係
の
仕
事
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
運
営
を

本
格
的
に
再
開
し
ま
す
。

（1）

	 2面	 MKタクシーでめぐる 西陣・きものツアー
	 2面	  「MKタクシーのポッドキャスト」始めました
	 5面	 やーさぬ パンドラの封印をはがす　第2回
	12面	 2月22日「猫の日」から「MKねこタクシー2022」　京都で4台限定運行中

今号のトピックス

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　京都市クリエイティブ産業振興室の染織係長と職員。「京都
市では春分の日を『伝統産業の日』と定め、歴史の中で培われ
た京都の『匠の技』の魅力を国内外に発信しています。イベン
トにぜひご参加ください。」� （２面と６面に関連記事）
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サ
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Ｎ
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Ｓ
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会
実
験
に
Ｍ
Ｋ
も
参
画
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私
は
福
島
高
専
を
卒
業
後
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
の
３
年

次
に
編
入
し
、
こ
の
３
月
で

大
学
院
の
修
士
課
程
を
修
了

し
卒
業
す
る
。
４
年
間
の
大

学
生
活
で
は
数
多
く
の
こ
と

に
挑
戦
し
、
様
々
な
こ
と
を

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
後
半
の
２
年

間
で
は
そ
れ
ま
で
の
２
年
間

と
は
異
な
っ
た
学
生
生
活
と

な
っ
た
。今
回
の
記
事
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
ず
に
学
生
時
代
に
取
り
組

ん
だ
３
つ
の
こ
と
、
研
究
活

動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
、
に
つ

い
て
書
く
。

　

最
初
は
研
究
活
動
に
つ
い

て
で
あ
る
。
私
が
所
属
し
て

い
る
経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・

も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室
で

は
、
毎
週
、
ゼ
ミ
が
あ
る
。

通
常
は
学
生
と
先
生
が
同
じ

教
室
に
集
ま
り
、
発
表
・
議

論
を
行
う
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

私
が
修
士
１
年
（
２
０
２
０

年
）
の
４
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

ゼ
ミ
と
な
り
、
研
究
室
に
も

大
学
に
も
入
れ
な
い
時
期
が

あ
っ
た
。

　

私
は
後
述
す
る
海
外
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
実
務

訓
練
）に
行
っ
て
い
た
た
め
、

新
し
い
後
輩
と
は
数
回
し
か

会
っ
た
こ
と
が
な
い
状
態
で

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ゼ
ミ
が
始
ま

っ
た
。
私
の
研
究
室
は
、
歴

代
、
先
輩
・
後
輩
の
仲
が
良

い
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
制
限
さ
れ
て

し
ま
う
。
具
体
的
に
は
、
学

生
同
士
の
ゼ
ミ
前
後
の
雑
談

の
時
間
や
普
段
の
研
究
室
で

の
会
話
が
全
く
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

夏
休
み
が
明
け
、
研
究
室

で
の
活
動
が
再
開
し
ゼ
ミ
も

対
面
と
な
っ
て
か
ら
は
、
私

は
積
極
的
に
後
輩
に
話
し
か

け
た
り
、
新
し
く
配
属
さ
れ

た
後
輩
を
食
事
に
誘
っ
た
り

と
で
き
る
だ
け
後
輩
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
を
心
が
け
た
。
私
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
前
の
に

ぎ
や
か
で
楽
し
い
学
生
生
活

を
経
験
し
て
い
る
。昨
年
度
、

今
年
度
に
入
っ
た
学
生
は
、

そ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
な

い
で
い
る
。
後
輩
に
聞
く
と

「
友
達
が
で
き
な
い
」「
仲

の
良
い
先
輩
が
少
な
い
」
と

い
う
話
も
聞
く
。
卒
業
後
も

適
宜
、
後
輩
と
連
絡
を
取
っ

て
、
相
談
に
乗
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
相
談
に
乗
り
た
い
と

思
う
。

　

２
つ
目
は
前
述
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
が
、
私
は

２
０
１
９
年
の
10
月
か
ら
２

０
２
０
年
の
２
月
に
か
け
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
に
あ

る
語
学
学
校
ネ
ク
シ
ー
ド
で

働
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
前
半
は
、
管
理
部
門
に

配
属
さ
れ
、
後
半
は
営
業
部

門
に
配
属
さ
れ
た
。

　

私
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
終
了
し
た
の
は
２
０
２
０

年
の
２
月
で
あ
っ
た
。
当
時

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
的
に
流
行
し
始
め
た
時

期
だ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

中
国
、
台
湾
の
渡
航
が
禁
止

と
な
り
、
無
事
に
日
本
に
帰

国
で
き
る
か
不
安
で
あ
っ
た

が
、
私
は
な
ん
と
か
予
定
通

り
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
直
後
に
日
本
で
は

海
外
渡
航
に
制
限
が
か
か
り
、

長
岡
技
大
で
も
海
外
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
中
止
と
な
り
、

私
が
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
行
っ
た
最
後
の
学
年
と

な
っ
た
。

　

私
は
、
い
つ
か
は
長
岡
技

大
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
復
活
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
。
海
外
で
長
期
に

働
く
と
い
う
経
験
は
普
通
に

で
き
る
経
験
で
は
な
い
。
私

は
海
外
で
働
く
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
が
復
活
し
た
時
に
は
、

是
非
、
後
輩
に
私
の
経
験
を

伝
え
、
海
外
に
行
く
こ
と
を

勧
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
は
大
学
祭
実
行
委
員

会
の
活
動
で
あ
る
。
私
は
、

４
年
間
、
大
学
祭
実
行
委
員

会
の
中
で
企
画
の
運
営
・
管

理
・
統
括
を
行
う
企
画
局
に

所
属
し
て
い
た
。
４
年
生
の

時
に
は
局
長
を
務
め
、
約
30

人
い
る
局
員
を
ま
と
め
る
立

場
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昨

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
た
め
、
大
学
祭
は
中
止

送
れ
て
い
な
か
っ

た
学
生
た
ち
が
大

学
祭
を
通
し
て
縦

と
横
の
つ
な
が
り

を
作
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
大
学

祭
の
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
実
行
委
員

の
後
輩
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
こ
の
２
つ
の

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

攻
め
る
よ
り
守
り
の
時
期

と
心
得
る
こ
と
。
実
行
中
の

こ
と
に
も
一
応
区
切
り
を
つ

け
て
、
後
々
の
発
展
に
備
え

て
万
全
を
期
す
る
要
素
が
大

切
。
反
目
、
離
反
、
中
傷
や

訴
訟
、
司
法
に
関
す
る
件
に

も
気
を
つ
け
る
こ
と
。
普
請

や
新
事
業
は
開
始
を
見
合
わ

せ
た
方
が
良
い
。
何
事
も
静

観
の
月
。
吉
方
位
は
東
北
・

南
西
・
西
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

目
上
の
引
き
立
て
を
受
け

て
実
力
を
発
揮
し
、
堅
実
に

物
事
を
処
理
で
き
る
。
何
事

も
努
力
の
し
が
い
が
あ
る
月

で
あ
る
。
新
事
業
開
始
、
普

請
、
移
転
、
婚
姻
、
開
店
す

べ
て
吉
。
首
、
太
骨
、
心
臓
、

肋
骨
、右
足
の
病
気
や
ケ
ガ
、

過
労
に
要
注
意
。
吉
方
位
は

南
西
・
東
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

物
事
が
順
調
に
進
む
好
調

運
。交
際
面
で
拡
大
し
、種
々

の
良
い
報
せ
や
喜
び
事
が
舞

い
込
み
、
経
済
的
に
も
ゆ
と

り
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
好

運
の
月
で
あ
る
か
ら
、
見
込

み
の
あ
る
こ
と
は
進
ん
で
企

画
す
る
と
良
い
。
恋
人
か
ら

プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
吉
方
位
は
東
北
・
東

南
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

静
か
に
過
去
を
振
り
返
り
、

自
分
の
領
分
を
わ
き
ま
え
、

落
ち
着
い
て
手
堅
い
行
動
を

す
る
こ
と
が
大
切
。
辛
労
が

多
く
何
事
を
す
る
に
も
困
難

が
伴
う
の
で
、
新
規
開
始
事

は
特
に
し
な
い
方
が
良
い
。

ま
た
、
こ
の
月
に
発
病
す
る

と
長
引
く
か
ら
注
意
す
る
こ

と
。現
状
維
持
で
変
化
の
月
。

吉
方
位
は
西
・
東
南
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

人
間
関
係
が
華
や
か
に
な

り
、行
動
意
欲
が
出
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
存
在
と

な
っ
た
り
、
研
究
成
果
を
世

に
問
う
機
会
に
恵
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
何
事
も
明
る

み
に
出
る
暗
示
が
あ
る
の
で
、

秘
密
の
あ
る
人
は
要
注
意
。

物
事
を
は
っ
き
り
す
る
に
は

良
い
月
。
吉
方
位
は
東
・
南

西
・
東
南
・
西
北
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
が
弱
ま
っ
て
い
る
の

で
、
不
慣
れ
な
こ
と
や
新
規

事
の
着
手
は
見
送
っ
た
方
が

無
難
。
特
に
健
康
面
と
金
銭

面
が
思
わ
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

異
性
関
係
で
不
実
な
こ
と
を

し
て
き
た
人
は
、
家
庭
内
で

問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
現
状
維
持
が
大
切
な

月
。
吉
方
位
は
南
西
・
西
・

西
北
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
は
や
や
持
ち
直
し
、

上
昇
に
一
歩
近
づ
く
。
金
回

り
が
良
く
な
っ
た
り
、
喜
び

事
も
起
こ
る
が
、
本
分
を
怠

ら
な
い
こ
と
が
大
切
。
諸
事

滞
り
が
ち
で
あ
る
が
、
努
力

が
い
が
あ
る
か
ら
怠
ら
ず
努

め
る
と
良
い
。
来
月
の
良
い

運
気
の
月
の
準
備
と
し
て
何

事
も
月
の
後
半
に
処
理
を
す

る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
・
西

北
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が

出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲

的
に
な
れ
る
。
諸
事
好
調
に

運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず

積
極
的
に
す
る
方
が
良
い
。

こ
と
に
辰
巳
（
東
南
）
方
か

ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到

来
す
る
こ
と
が
あ
る
。
吉
方

位
は
南
西
・
東
南
・
西
北
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

明
る
い
光
に
照
ら
し
出
さ

れ
て
、
情
熱
的
な
炎
が
人
と

人
と
の
交
流
の
中
で
灯
り
、

あ
ら
ゆ
る
物
事
が
明
白
と
な

る
。
高
い
信
用
や
名
誉
、
良

い
評
判
を
得
て
、
仕
事
も
人

間
関
係
も
金
銭
面
も
全
て
好

調
。
ま
た
、
遠
方
か
ら
利
益

を
得
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
未

婚
の
男
女
は
結
婚
が
決
ま
る

月
で
も
あ
る
。
吉
方
位
は
東

北
・
東
・
西
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

http://jushu-takashima.
com/

※
用
語
説
明

悪
殺
…
五
黄
殺
気
方
位
の
反

対
側
の
方
位
で
、
暗
剣
殺
と

も
い
う
。
相
性
・
比
和
し
て

吉
方
位
に
な
っ
て
い
て
も
避

け
た
方
が
良
い
方
位
。

五
黄
殺
…
年
盤
や
月
盤
で
五

と
な
っ
た
。
今
年
度
は
、
大

学
側
と
何
度
も
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
学
内
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
大
学
関
係
者
（
学

生
、
教
職
員
）
の
み
、
一
般

の
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
学

祭
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
見
る

と
い
う
形
で
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

今
ま
で
と
は
全
く
違
う
大

学
祭
に
な
る
た
め
、
企
画
立

案
は
非
常
に
苦
労
し
た
。
結

果
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
を
出
す
こ

と
な
く
大
学
祭
を
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
、
通
常
の
学
生
生
活
を

こ
と
で
そ
れ
ま
で
の
苦
労
が

す
べ
て
吹
き
飛
ぶ
程
の
達
成

感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

特
に
私
が
嬉
し
か
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
紹
介
す
る

と
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
が

企
画
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
参
加
し
た
新
入
生
が
約
15

人
い
た
。
新
入
生
た
ち
は
ほ

と
ん
ど
初
対
面
だ
っ
た
が
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
仲
良
く
な

り
、
あ
る
学
生
か
ら
新
し
い

友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き
た

と
後
で
お
礼
を
言
わ
れ
た
。

私
が
目
指
し
て
い
た
大
学
祭

を
通
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
希
薄
と
な
っ
て
い

た
学
生
同
士
の
中
で
新
し
く

友
達
を
作
り
、
学
生
生
活
を

楽
し
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
が
ま
さ
に
実
現

し
た
瞬
間
だ
っ
た
。
私
は
お

礼
を
言
わ
れ
た
と
き
、
今
ま

で
の
苦
労
が
本
当
に
報
わ
れ

た
気
持
ち
に
な
り
少
し
泣
い

た
。

　

私
は
こ
の
３
つ
の
活
動
を

中
心
と
し
た
大
学
生
活
の
中

で
、多
く
の
人
と
出
会
い
、学

び
お
世
話
に
な
っ
た
。
研
究

活
動
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
で
の
活

動
は
生
涯
の
財
産
に
な
り
、

全
て
の
学
び
を
社
会
人
と
し

て
の
今
後
の
人
生
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。
大
学
生
活
を

通
し
て
お
会
い
し
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
　

福
島
県
出
身
。
福

島
高
専
卒
。
現
在
、

長
岡
技
術
科
学
大
学

大
学
院
情
報
・
経
営

シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

の
第
２
学
年
に
在

籍
。

【106】
卒
業
：
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
４

年
間
を
振
り
返
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

尾
股　
佑
亮

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

長岡技大の正門にて長岡技大の正門にて

$
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$
$
$
$
$
$
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$
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高
島
易
断
鑑
定
所　

高
島　
寿
周

↓
３
月
５
日（
啓
蟄
）〜
４
月
４
日
ま
で

黄
土
星
が
運
行
し
て
い
る
方

位
の
こ
と
を
い
い
、
凶
の
作

用
が
強
く
出
る
方
位
。

啓
蟄
…
冬
ご
も
り
し
て
い
た

虫
が
地
下
か
ら
出
て
く
る
頃

を
い
う
。
毎
年
３
月
５
、
６

日
頃
と
な
る
。

春
分
…
春
の
最
中
で
昼
と
夜

が
等
分
に
な
り
、
こ
の
日
か

ら
次
第
に
昼
間
の
方
が
長
く

な
る
。
彼
岸
の
中
日
に
あ
た

り
、
毎
年
３
月
20
日
か
21
日

頃
と
な
る
。

３
月
（
一
白
水
星
の
月
）

三
月
五
日（
啓
蟄
）～
四
月
四
日
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50
周
年
展

-DON

’T STOP ME NOW
-

３
／
11
～
５
／
９

大
丸
梅
田
店　
　

13
階
特
設
会
場　

　

ロ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
を
代
表

す
る
バ
ン
ド
、
ク
イ
ー
ン

（QUEEN

）
の
結
成
50
周

年
を
祝
し
、
輝
き
続
け
る
活

動
の
軌
跡
を
彼
ら
の
音
楽
と

と
も
に
た
ど
る
。本
展
で
は
、

未
公
開
写
真
、
貴
重
映
像
、

メ
ン
バ
ー
本
人
と
重
要
関
係

者
の
コ
メ
ン
ト
、楽
器
関
係
、

縁
の
品
々
を
展
示
。さ
ら
に
、

４
面
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
に

よ
る
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
・
シ
ア

タ
ー
で
は
ク
イ
ー
ン
の
ラ
イ

～
５
月
９
日
（
月
）
ま
で
。

会
期
中
無
休
。
午
前
10
時
～

午
後
７
時
（
最
終
日
は
同
５

時
）、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
後

に
閉
場
。一
般
１
８
０
０
円
、

中
高
生
１
２
０
０
円
、
小
学

生
８
０
０
円
、
未
就
学
児
無

料
（
一
部
の
日
程
は
、
日
時

指
定
制
）。
大
丸
梅
田
店
☎

０
６
・
６
３
４
３
・
１
２
３

１
（
代
表
）。
※
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
営
業
日
や
時
間
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
等
に
変
更
が
発

生
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
詳
細
は
展
覧
会
公
式
Ｈ

Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
大
丸
梅
田
店

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

物
、
日
用
品
、
作
家
自
身
の

行
為
、
そ
れ
を
記
録
す
る
写

真
や
映
像
な
ど
、
多
様
な
媒

体
が
用
い
ら
れ
た
。
ド
ロ
テ

＆
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
夫
妻
は
、
１
９
６
７
年

に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
き
、
こ

う
し
た
動
向
を
い
ち
早
く
紹

介
。
作
品
を
収
集
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
制
作
過
程
に
関

わ
る
書
簡
や
指
示
書
、
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
な
ど
多
彩
な
資
料

も
保
管
し
て
い
た
。
本
展
で

は
、
夫
妻
旧
蔵
の
貴
重
な
作

品
と
資
料
、
な
ら
び
に
日
本

国
内
に
所
蔵
さ
れ
る
主
要
作

品
を
通
じ
て
こ
の
２
つ
の
芸

術
動
向
を
振
り
返
る
。

　

兵
庫
県
立
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ

「
灘
」
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
約

１
６
０
０
円
、

大
学
生
１
２
０

０
円
、
70
歳
以

上
８
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無

料
。
兵
庫
県
立

美
術
館
☎
０
７

８
・
２
６
２
・

１
０
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ

　

ン
ト

　

５
組
10
名
ご

　

招
待

武
具
甲
冑
な
ど
の
和
骨
董
か

ら
中
国
美
術
・
西
洋
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
、
明
治
時
代
の
精
緻

極
ま
り
な
い
作
品
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
15
万
点

以
上
を
展
示
即
売
す
る
。

　

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ　

大

展
示
場
（
地
下
鉄
・
近
鉄
「
竹

田
」
駅
西
口
よ
り
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
）
に
て
、
３
月

25
日
（
金
）
～
27
日
（
日
）

ま
で
。
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
最
終
日
は
同
４
時
ま

で
）。
入
場
無
料
。
京
都
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
☎
０
９
０
・
３
２
７
７
・

企
画
展

明
治
・
大
正
時
代
の
木
彫

３
／
５
～
５
／
29　

清
水
三
年
坂
美
術
館

　

日
本
で
は
古
く
か
ら
木
製

の
仏
像
・
置
物
・
細
工
物
な

ど
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
き
た
。

社
会
変
動
に
伴
い
、
そ
れ
ら

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し

た
明
治
時
代
で
は
、
特
に
西

洋
の
「
美
術
」
お
よ
び
「
彫

刻
」
と
い
っ
た
概
念
の
流
入

は
、
木
彫
界
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
明
治
・
大

正
時
代
に
は
、
木
彫
の
近
代

化
を
目
指
し
て
様
々
な
試
み

が
な
さ
れ
た
一
方
、
前
近
代

か
ら
存
続
し
て
き
た
置
物
や

細
工
物
の
世
界
に
お
い
て
も

森
田
藻
己
の
木
彫
根
付
な
ど
、

高
い
技
術
力
を
駆
使
し
た
名

品
が
作
ら
れ
た
。本
展
で
は
、

当
館
が
誇
る
近
代
の
細
密
工

芸
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
木
彫

作
品
を
紹
介
。
幅
広
い
近
代

の
木
彫
の
世
界
を
楽
し
ん
で

み
て
は
。

　

清
水
三
年
坂
美
術
館
（
京

都
市
バ
ス
「
清
水
道
」
下
車
）

に
て
、
３
月
５
日
（
土
）
～

５
月
29
日
（
日
）
ま
で
。
休

館
日
は
月
・
火
曜
（
た
だ
し
、

祝
日
は
開
館
）。
午
前
10
時

～
午
後
５
時
（
入
館
は
30
分

前
ま
で
）。
一
般
８
０
０
円
、

大
高
中
生
５
０
０
円
、
小
学

生
３
０
０
円
。
清
水
三
年
坂

美
術
館
☎
０
７
５
・５
３
２
・

４
２
７
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

日
中
国
交
正
常
化
50
周

年
記
念

兵
馬
俑
と
古
代
中
国

～
秦
漢
文
明
の
遺
産
～

３
／
25
～
５
／
22　
　

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

　

日
中
国
交
正
常
化
か
ら
50

年
と
な
る
２
０
２
２
年
、
死

後
の
皇
帝
を
守
り
続
け
て
き

た
兵
馬
俑
を
は
じ
め
、
古
代

中
国
の
歴
史
に
焦
点
を
あ
て

る
。
本
展
で
は
、
秦
漢
両
帝

国
の
中
心
地
域
で
あ
る
関
中

（
現
在
の
陝
西
省
）
の
出
土

品
を
中
心
に
、
日
本
初
出
の

一
級
文
物
（
最
高
級
の
貴
重

文
物
を
指
す
中
国
独
自
の
区

分
）
を
含
め
た
約
２
０
０
点

を
展
示
。
戦
国
時
代
の
極
小

の
騎
馬
俑
が
、
な
ぜ
始
皇
帝

陵
の
等
身
大
の
大
き
な
兵
馬

俑
と
な
り
、
ま
た
漢
代
皇
帝

陵
で
は
な
ぜ
小
さ
な
兵
馬
俑

に
な
っ
た
の
か
、
歴
史
の
不

思
議
を
実
感
で
き
る
。ま
た
、

始
皇
帝
陵
や
漢
代
の
皇
帝
陵

と
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

と
の
類
似
性
を
衛
星
画
像
か

ら
追
究
す
る
な
ど
西
方
文
化

と
比
較
し
、
世
界
史
の
中
か

ら
秦
漢
文
明
の
遺
産
を
観
察

す
る
視
点
を
提
示
す
る
。

　

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館　

本
館　

北
回
廊
２
階
（
市
バ

ス
「
岡
崎
公
園　

美
術
館
・

平
安
神
宮
前
」
下
車
す
ぐ
）

に
て
、
３
月
25
日
（
金
）
～

５
月
22
日
（
日
）
ま
で
。
月

曜
休
館
。
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
入
場
は
閉
館
30
分
前

ま
で
）。
料
金
未
定
、
詳
細
は

公
式
サ
イ
ト
：https:// 

heibayou2022-23.jp/  

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

ヴ
映
像
を
ま
る
で
ラ
イ

ヴ
会
場
に
居
る
か
の
よ

う
な
臨
場
感
で
体
験
で

き
る
。
ク
イ
ー
ン
が
ど

こ
で
生
ま
れ
、
伝
説
の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
な
っ

た
の
か
。
ク
イ
ー
ン
の

ヒ
ッ
ト
曲
が
鳴
り
響
く

中
、
未
だ
世
界
中
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
続
け

る
ク
イ
ー
ン
の
特
別
な

50
年
を
堪
能
し
て
み
て

は
。

　

大
丸
梅
田
店　

13
階

特
設
会
場
（
Ｊ
Ｒ
「
大

阪
」駅
よ
り
徒
歩
１
分
）

に
て
、３
月
11
日
（
金
）

ミ
ニ
マ
ル
／
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
：
ド
ロ
テ
＆
コ
ン
ラ
ー

ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
１
９

６
０

－

７
０
年
代
美
術

３
／
26
～
５
／
29

兵
庫
県
立
美
術
館

　

１
９
６
０
年
代
、
主
に
ア

メ
リ
カ
で
展
開
し
た
ミ
ニ
マ

ル
・
ア
ー
ト
は
、
作
家
の
手

仕
事
や
そ
の
痕
跡
を
廃
し
、

工
業
用
素
材
や
既
製
品
を
用

い
て
、
単
純
で
幾
何
学
的
な

形
や
そ
の
反
復
か
ら
成
る
作

品
を
制
作
し
た
。
そ
れ
に
続

い
て
同
時
代
に
国
際
的
な
広

が
り
を
見
せ
た
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
は
物
質
的

な
制
作
物
以
上
に
、
そ
の
元

と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ

デ
ア
を
重
視
。
言
葉
や
印
刷

10
分
、
阪
神
「
岩
屋
」
駅
か

ら
南
へ
徒
歩
８
分
）
に
て
、

３
月
26
日
（
土
）
～
５
月
29

日
（
日
）
ま
で
。
月
曜
休
館
。

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
入

場
は
30
分
前
ま
で
）。
一
般

《
鍾
馗
》
石
川
光
明
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）、
高
２１
・
６
㎝

１
９
７
５
年「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・

ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
ビ
デ
オ
・
シ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ Photo: W

atal 
A

sanum
a/Shinko M

usic

ドロテ・フィッシャーとコンラート・フィッ
シャー　1969年　Photo: Gerhard Richter

戦
服
将
軍
俑　

秦
時
代　

秦
始
皇
帝
陵
博
物
院　

一
級
文
物

①
出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
３

面
）

１
組
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
清
水
三
年
坂
美
術
館
「
明

治
・
大
正
時
代
の
木
彫
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
大
丸
梅
田
店
「Q

UEEN 

50
周
年
展
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

④
兵
庫
県
立
美
術
館
「
ミ
ニ

マ
ル
／
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア

ル
：
ド
ロ
テ
＆
コ
ン
ラ
ー

ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
１
９

６
０

－

７
０
年
代
美
術
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

「
兵
馬
俑
と
古
代
中
国
」（
11

面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
ガ
ン
バ
大
阪

戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑦
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
サ
ガ
ン
鳥
栖

戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑧
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
ア
ビ
ス
パ
福

岡
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
３
月

15
日
（
火
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gro 
up.co.jp/privacy

☆「4月6日ガンバ大阪戦」、「4月10日サガン鳥栖
戦」、「4月29日アビスパ福岡戦」の観戦チケット
をそれぞれ1組2名にプレゼント！ プレゼントコー
ナーをご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも
　サンガスタジアム by KYOCERA

3月19日（土） 午後2時
vs FC東京

第第
55
節節

第
5
節

3月5日（土） 午後2時
vs ジュビロ磐田

第第
33
節節

第
3
節

4月10日（日） 午後4時
vs サガン鳥栖

第第
88
節節

第
8
節

4月6日（水） 午後6時30分
vs ガンバ大阪

第第
77
節節

第
7
節

4月29日（金） 午後3時
vs アビスパ福岡

第第
1100
節節

第
10
節

■京都サンガF.C.チケット係
　　 ticket@kyotosanga.jp　http://www.sanga-fc.jp/
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第
82
回

２
０
２
２
年
春
の
京
都

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア

３
／
25
～
27　
　
　

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　

西
日
本
最
大
の
こ
の
フ
ェ

ア
で
は
、
お
茶
道
具
、
掛
軸
、

古
陶
磁
、
浮
世
絵
、
古
布
、

８
０
５
６
（
代
表
：
株
式
会

社
吾
目
堂
）。

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.go 
m

oku-do.com
/
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普段から京都の風景に絡めた猫の
姿をドライバーや社員が撮影し投
稿しています

　

２
０
２
２
年
２
月
22
日
は

１
０
０
年
に
１
度
の
「
ス
ー

パ
ー
猫
の
日
」
と
も
呼
ば
れ

ま
し
た
。
京
都
Ｍ
Ｋ
で
は
、

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
２
月
22

日
（
火
）
～
３
月
22
日
（
火
）

の
１
ヵ
月
間
、
猫
の
し
っ
ぽ

や
足
あ
と
な
ど
の
装
飾
を
施

し
た「
Ｍ
Ｋ
ね
こ
タ
ク
シ
ー
」

を
４
台
限
定
で
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
ね
こ
タ
ク
シ
ー
」

は
、
４
年
前
、
ね
こ
好
き
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
声

を
参
考
に
提
案
し
た
「
猫
企

画
」
を
進
め
て
い
く
中
で
、

２
月
22
日
の
「
猫
の
日
」
に

合
わ
せ
て
運
行
を
決
定
し
た

も
の
で
す
。
本
年
で
４
回
目

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
お
そ
ろ

い
の
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
た

り
。
助
手
席
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

ー
ド
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ン
付

近
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
で

育
っ
て
い
く
企
画
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
乗
車

さ
れ
た
お
客
様
、
街
で
見
か

け
ら
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
ね
こ
タ
ク
シ
ー
の
様
子
に

つ
い
て
は #M

K

ね
こ
タ
ク

シ
ー 

でTwitter

検
索
を
お

願
い
し
ま
す

と
な
り
ま
す
。
車
両
後
部

に
猫
の
し
っ
ぽ
、
側
面
ド

ア
等
に
猫
の
マ
ー
ク
を
つ

け
、
車
内
で
は
Ｍ
Ｋ
ド
ラ

イ
バ
ー
の
手
袋
で
作
っ
た

手
作
り
の
猫
が
お
迎
え
し

ま
す
。
今
年
は
そ
ん
な
手

袋
猫
た
ち
が
、
ハ
ー
ト
入

り
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た

2月22日「猫の日」から

～見つけた方のハートが
� あたたかくなりますように～

「MKねこタクシー2022」 「MKねこタクシー2022」 
京都で4台限定運行中京都で4台限定運行中

車
両
後
部
に
猫
の
し
っ
ぽ

猫
の
ド
ア
ス
テ
ッ
カ
ー

（
運
行
車
両
は
写
真
の
車
両
と
は
限
り
ま
せ
ん
）

助手席の前に注目！ ＭＫ手袋で作った猫がお出迎えします


